
十
月
十
八
日
十
時
よ
り
第
六
十
回
定
期

地
方
大
会
を
新
潟
市
『
新
潟
会
館
』
で
開

催
し
ま
し
た
。
代
議
員
・
大
会
役
員
・
傍

聴
者
な
ど
全
体
で
四
十
五
名
が
結
集
し
ま

し
た
。

開
会
挨
拶
を
加
藤
副
委
員
長
か
ら
『
今

年
は
選
挙
の
年
、
国
政
を
変
え
る
選
挙
に

し
て
い
こ
う
。
労
働
者
と
し
て
ど
う
闘
っ

て
い
く
の
か
、
何
を
な
す
べ
き
か
大
会
の

中
で
議
論
を
お
願
い
し
た
い
。
Ｊ
Ｒ
不
採

用
事
件
の
闘
い
は
大
詰
め
だ
。
四
者
四
団

体
の
力
を
出
し
な
が
ら
本
年
度
中
に
解
決

を
目
指
す
。
１
０
・
２
４
中
央
大
集
会
は

重
要
だ
。
組
織
拡
大
が
二
月
と
九
月
に
あ
っ

た
。
各
支
部
が
全
力
を
挙
げ
て
い
こ
う
。

国
労
運
動
の
発
展
に
向
け
て
生
き
た
議
論

を
お
願
い
し
た
い
』
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

議
長
に
新
潟
支
部

仙
石
代
議
員
を
選
出

議
長
に
新
潟
支
部
の
仙
石
代
議
員
を
選

出
し
ま
し
た
。
仙
石
さ
ん
は
『
九
月
に
一

名
の
拡
大
が
あ
っ
た
。
前
か
ら
国
労
に
対

し
て
興
味
が
あ
り
加
入
し
た
い
気
持
ち
が

あ
っ
た
。
職
場
に
国
労
が
あ
っ
た
か
ら
加

入
に
至
っ
て
い
る
。
日
頃
の
運
動
が
前
進

し
て
い
る
か
ら
だ
。
職
場
の
い
ろ
い
ろ
な

問
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
を
、
こ
の
拡

大
を
バ
ネ
に
し
て
い
き
た
い
』
と
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

議
運
か
ら
十
時
現
在
、
代
議
員
十
八
名

中
、
十
七
名
の
出
席
で
大
会
が
成
立
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
守
橋
委
員
長
の
あ
い
さ

つ
、
来
賓
の
あ
い
さ
つ
と
続
き
、
方
針
提

案
に
入
り
ま
し
た
。
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国
鉄
新
潟①ＪＲ不採用事件について

闘いは２２年目に入った。４９名が

他界した。７月の南裁判長の解決に向

けての発言、その後の当時の冬柴国交

省大臣の解決に向けて努力すべきと発言などあり、新たな局面に

入った。３本柱を要求として進めていく。政府の決断が解決への

カギになっている。全国大会でも南裁判長の提案を受け入れる。

四者四団体の固い団結を堅持する。政治的解決をめざすが、見え

てこないとすれば裁判所は判決に向かうことになる。世論喚起し

１０・２４中央集会へ結集し盛り上がりを大きくしていこう。

支援共闘についても参加をめざしていく。１２・７年末集会の

開催では３００名の結集を図る。闘争団を支える物販についても

力を集中してほしい。

②差別是正、健全な労使関係について

エリア本部は一括和解をしたが職場は変わっていない、依然と

して差別や不公平な扱いの是正を求め９月９日中労委へあっせん

申請をした。東日本の労務政策転換を迫る闘いへの突破口を切り

開く取り組みと考える。職場に波紋が広がっていくけれど重要な

闘いになる。

貨物の和解～和解以降も国労加入がある。国労敵視の労務政策

を貫かれているが和解以降、職場に変化が起きている。国労が加

入組合の選択になっている。

③労働条件改善について

ＪＲ東日本～収益性に基づく合理化。従来にない露骨な賃金破

壊がある。いっそうの効率化を進める。ＪＲ貨物も徹底したコス

トダウンの推進、同様に一層の効率化を進める。あらためて『安

全総点検・仕事総点検運動』を強めなければならない。

２０１４年度、北陸新幹線開業による並行在来線問題は、各地

でのシンポや沿線住民と共同した組織の立ち上げなど、運動が大

きく前進し、広がり始めている。本部・東日本本部との連携を強

めていきたい。

④平和と民主主義擁護、格差と貧困の広がり、後期高齢者医療制

度や年金問題に象徴されるように国民・労働者の生活は極めて深

刻な事態に。時期が極めて流動的になっている解散・総選挙に勝

利するため全力をあげよう。



あ
っ
せ
ん
申
請

あ
っ
せ
ん
申
請
を
九
月
九
日
お
こ
な
っ

た
。
Ｊ
Ｒ
側

は
九
月
十
九
日
、
協

議
に

応
じ

る
と
中
労
委
へ

回
答

し
た
。
十
月

一
日
に
中
労
委
で
事
情

聴
衆

。
十
一
月

か
ら
本
格
的

に
中
労
委
の
場
で
議
論
を

集
中
し
て
い
く
。

公
益

委
員
は
二
名
〜
使
用
者
側

一
名
、

労
働
者
側

一
名
。
調
停

委
員
会
を
発
足

し
て
い
く
た
め
に
二
名
体
制

と
な
っ
た
。

自
主
的

な
話

し
合

い
で
解
決
し
て
い
く
。

公
平

・
公
正

な
労
使
関
係

を
め
ざ

し
て

い
く
。

和

解
以
降
〜
昇

進
試
験

は
若
干
改
善

さ
れ

た
が
、
ま
だ
多

く
の
課

題
が
残

っ

て
い
る
。
是
正

さ
れ

て
い
な
い
。
現
場

で
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
。

現
場
の
助
役
が
東
労
組

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
た

そ
の
た
め
分

会
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を

実
施
〜

問
題
点

に
つ
い
て
・
具

体
的
改

善

案
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
現
場
で
六

割

が
変
わ

っ
て
い
な
い
こ
と
が
示

さ
れ

た
。現

場
長
・
助

役
が
一
〇
〇
％
東

労
組

に
所
属

し
て
い
る
。
こ
れ

で
は
公
平

・

公
正
な
労
務
管
理
が
さ
れ
な
い
。

人

事
管
理

に
つ
い
て
見
直

す
べ
き
だ

〜
昇

進
・
ボ
ー
ナ
ス

な
ど
。
人

事
管
理

台
帳

に
つ
い
て
は
助

役
が
査

定
し
て
い

る
。
正

し
く
評
価

さ
れ

て
い
な
い
。
個

人
面
談

は
助

役
が
や

っ
て
い
る
、
現
場

は
ひ

と
り
で
対
応

、
以

前
は
複
数

で
対

応

し
て
い
た
。
人

事
労
務
管
理

を
行
使

す
る
管
理

者
は
非

組
合

員
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

職
場
の
民
主
化
に

つ
な
が
る

あ
っ
せ

ん
申
請
〜

こ
れ

か

ら
協

議
、
取

り
組
み

を
進
め

て
い
く
。
現
場
管
理

者
の
変

化

な
ど
チ
ェ
ッ
ク

す
る
。
国

労
の
主
張

が
通

る
と
職
場
管

理

の
あ
り
方
が
変
わ

っ
て
い

く
。
職
場
の
民
主
化

に
つ
な

が
っ
て
い
く
。
〜
構
造

の
見

直
し
。

申
請

し
て
一
般
的

に
二
ヵ

月
く
ら
い

で
出
さ
れ

る
が
、
こ
の
場
合

は
二
ヵ

月

で
は
出
さ
れ

な
い
。
一
月
か
二
月
く
ら

い
に
出
さ
せ

る
取

り
組
み

を
進
め
て
い

く
。調

停

案
〜
示

さ
れ

た
と
き
、
全
体
で

受

け
入
れ

る
体
制

を
つ
く
っ
て
い
く
。

そ
の
闘
い
か
ら
新
し
い
変
化

が
つ
く
ら

れ
広
が
っ
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
闘
い

解
決
テ
ー
ブ
ル

の
設
置

を
求

め
て
い

る
。
現
在
、
鉄
道

運
輸
機
構

と
話

し
合

い
を
進
め
て
い
る
。
三

本
柱

の
同

時
解

決
だ
が
、
鉄
道

運
輸
機
構

は
解
決
金

の

み

だ
。
年
金

は
国
交
省

・
雇

用
は
Ｊ
Ｒ

へ
の
交
渉
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

裁
判

は
十
二
月
二
十
四
日
に
結
審

し

三

月
に
判

決
が
出
さ
れ

る
。
判

決
の
前

に
和

解
解
決
が
で
き
る
な
ら
裁
判
所

は

和
解
勧
告
を
出
す
。

公
明
党

に
対
応

委
員
会
が
設
置

さ
れ

た
。
衆
院

選
挙
後
に
取

り
組
み

を
さ
ら

に
強
化
す
る
。

大
衆
へ
の
ア
ピ
ー
ル
や
世

論
喚
起
を
。

国
鉄

闘
争
も
貧
困

・
格
差

の
問
題
と
同

様

の
課

題
だ
。
闘
争

団

八
四
三

名
〜

五
十
六
歳
以
上

が
三

九
五
名
、
四
割

を

超

え
て
い
る
。
こ
れ
以
上

、
解
決
を
延

ば

し
て
は
な
ら
な
い
。
年
齢
構

成
を
考

え
る
と
、
こ
の
機

に
解
決
を
図

っ
て
い

く
。

年
末

に
入
り
い
ろ
い
ろ
忙

し
く
な
り

ま
す
ね

。
国
鉄

闘
争
や

職
場
闘
争

、
そ

し
て
年
末
手
当

に
対
し
て
の
闘
い
が
あ

り
ま
す
。

労
働
者
に
と
っ
て
厳

し
い
状
況

が
つ

づ

い
て
い
ま
す
。
不
景

気
で
倒
産

に
追

い
込

ま
れ

る
企
業

が
あ
り
今
年
の
年
末

闘
争

は
誠
意

い
っ
ぱ

い
が
ん
ば

っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

貨
物
協

で
は
今
年
も

年
末
手
当

に
つ

い
て
の
具

体
的
取

り
組
み

が
始

ま
り
ま

し
た
。
客

・
貨

一
体
と
な
っ
た
取

り
組

み

で
会
社

を
追

い
込

ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

大
会
の
代
議
員
の
発
言
内
容

は
次
号

に
記
載
し
ま
す
。
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★ １２月７日（日）13:30～
★ 新潟市『ＮＳＧ学生総合

プラザ』

多くの仲間の
結集により県集
会を成功させよ
う！


